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成果報告書　記入例・作成上の注意

本ページは電子申請システムに
直接入力する部分になります。

　 報告書は科研費データベース
  （http://kaken.nii.ac.jp/）
で、PDFがそのまま公開されます。

公開を念頭に作成してください。

英訳した研究課題名を入力してください。

英語表記の氏名を入力してください。

研究成果を社会・国民にわかりやすく説明する
ことに主眼を置き、研究期間全体を通して実施
した研究及びその成果の概要について、200字
程度で簡潔に入力してください。
※最大300文字、改行は2回まで入力可

研究代表者の説明責任の意識の向上や、社会・国民が科研費
によってどのような研究成果が生み出されたかを容易に知る
ことができるようにする観点から、研究成果の学術的意義や
社会的意義について、200字程度で簡潔に入力してください。
※最大300文字、改行は2回まで入力可

上の概要欄の英訳を入力してください。
（最大1000文字、改行は2回まで入力可）

研究代表者の専門分野を入力してください。

本研究課題の研究成果をよく表していると思われるキーワードを1項目以上
8項目以内で入力してください。※化学式、数式等の使用は極力避けてください。

http://kaken.nii.ac.jp/
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本ページはWordの様式（C-19,F-19-1（共通））をダウンロードして
作成してください。※様式は2～4ページで作成してください。

・様式の改変は認められません

・使用する文字は、10ポイント・明朝体

・２～４ページで作成

・図・表の掲載可(カラー可）

・様式に既に記載している項目名等の
　修正は不可

・文章に番号を付して整理する場合は、
　(1),(2),(3)…の番号を付し、これを
　更に細分化する場合は、①,②,③…の
　順に使用

・ファイルサイズの上限は10ＭＢ
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本ページは電子申請シス
テムに直接入力していた
だく部分になります。

本研究課題で得られた研究成果（雑誌論文、学会発表、図書、産業財産権（特許権、
実用新案権、意匠権）等）を全て入力してください。

過去の実績報告書・実施状況報告書に記載した研究成果が初期表示されるため、誤り
がある場合は適宜修正してください。実績報告書・実施状況報告書に記載していない
研究成果がある場合は追加してください。論文等は掲載が決定しているものに限ります。

研究成果のうち、主要なものについて
「報告書に表示させる研究成果」に
チェックを入れると、チェックが入っている
研究成果が研究成果報告書に表示されます。

研究発表欄については、入力方法の細かい指定が
ありますので、必ずP.8-11をご確認ください。
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6．研究組織欄について
【研究分担者】
研究期間全体を通じて参画した全ての研究分担者が自動表示されます。
英語表記の氏名（姓名それぞれ最大３２文字）を入力してください。
研究分担者の所属研究機関名、部局名及び職名は、研究期間終了時点で提出した実績報告書と
同一の所属研究機関、部局名、職名を入力してください。また、研究期間の途中で削除を承認
された場合は、削除の事実発生年月日時点の所属研究機関、部局名、職名を入力してくだ
さい。自動表示されている情報に誤りがある場合は、正しい内容に修正してください。

【研究協力者】
必要に応じて研究協力者を入力してください。漢字等及び英語表記の氏名（姓名それぞれ最大
32文字）を入力してください。研究協力者を入力する場合、研究者番号、所属研究機関名、
部局名及び職名は、空白で構いません。
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「研究発表等の入力」については細かい指示がありますので必ずご確認ください。
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